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■
文化ホニル、44年の歴史とともに新たな時代へ

努
め
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
最
大
限
の
努

力
を
す
る
こ
と
や
公
共
公
益
施
設
の
整

備
改
善
を
含
め
た
事
業
の
実
現
に
向
け

た
強
い
意
欲
が
事
業
者
側
か
ら
示
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
都
市
計
画

の
観
点

で
は
、

建
築
用
途
が
制
限
さ
れ
て
い
る
旧
庁
合

跡
地
に
対
し
、
Ｊ
Ｒ
津
田
沼
駅
南
日
は
、

文
化
ホ
ー
ル
を
含
め
た
多
様
な
建
築
物

が
建
設
可
能
な
用
途
地
域
と
な

っ
て
お

り
、
民
間
事
業
者
か
ら
は
住
宅
建
設
も

含
め
た
開
発
の
意
向
が
示
さ
れ
て
い
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
相
応
の
税
収
効
果
が

期
待
で
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
検
討
の
経
緯

（前
項
）
と

以
Ｌ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
総
合
的

に
判
断
し
、
今
後
の
再
開
発
事
業
の
協

議
検

‐
―ヽ１
に
あ
わ
せ
て
、
Ｊ
Ｒ
津
田
沼
駅

南
日
で
の
再
建
設
を
優
先
に
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

●
市
長
コ
メ
ン
ト

「優
先
す
る
立
地
を
定
め
ま
し
た
。
正

式
決
定
に
向
け
、
今
後
も
慎
重
に
事
業

者
と
協
議
し
ま
す
。」

●
想
定
さ
れ
る
今
後
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル

今
年
度
は
、
設
計
に
必
要
な
条
件
を

ま
と
め
る
基
本
計
画
を
作
成
し
て
い
き

ま
す
。

基
本
計
画

の
策
定
後
、
基
本
設
計
、

実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

※
民
間
事
業
者
か
ら
は
、
令
和
７
年
４

月
以
降
に
解
体
す
る
旨
を
伺

っ
て
お
り

ま
す
。

●
公
表
方
法

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
基
本
構
想
デ
ー

タ
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

（ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
∨
市
政
情
報
∨
計
画

・

施
策
∨
審
議
会
等
∨
政
策
経
営
部
∨
習

志
野
文
化
ホ
ー
ル
再
建
設
基
本
構
想
）
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●
基
本
方
針

◆

Ｊ
Ｒ
津
田
沼
駅
南
口
で
の
再
建
設
を
優
先

習
志
野
市
文
教
住
宅
都
市
憲
章
に
基

づ
き

「教
育
に
力
を
そ
そ
ぎ
、
す
ぐ

れ
た
文
化
を
は
ぐ
く
む
」
べ
く
、
登
日

楽
の
ま
ち
習
志
野
〃
を
象
徴
す
る
施

設
と
し
て
再
建
設
し
ま
す
。
そ
の
際
、

「本
市
の
表
玄
関
」
に
立
地
す
る
こ
と

で
文
教
住
宅
都
市
並
び
に
ま
ち
づ
く

り
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
意
義
を
失

わ
な
い
よ
う
、
今
後
の
再
開
発
事
業

の
協
議
検
討
に
合
わ
せ

Ｊ
Ｒ
津
田
沼

駅
南
口
で
の
再
建
設
を
優
先
に
目
指

し
ま
す
。

◆
音
の
響
き
を
重
視
し
た
１
，
２
０
０
～

１
，
５
０
０
席
規
模
の
多
目
的
ホ
ー
ル

ーー∫
民
の
文
化
活
動
を
支
え
る
誰
も
が

利
用
し
や
す
い
施
設
を
目
指
し
ま
す
。

◆
将
来
世
代
に
過
度
な
負
担
を
先
送
り
し

な
い
よ
う
、
事
業
費
を
圧
縮

本
市
基
本
構
想
に
お
け
る
自
立
的
都

市
経
営
の
推
進
、
持
続
可
能
な
財
政

構
造
の
構
築
を
踏
ま
え
、
事
業
費
の

圧
縮
に
努
め
ま
す
。

●
策
定
に
至
っ
た
経
緯

本
市
の
長
期
計
画
で
は
、
戦
略
イ
メ
ー

ジ
と
し
て

「魅
力
あ
る
く
ら
し
の
で
き
る

習
志
野

へ

〃新
し
い
ひ
と
の
流
れ
〃
づ
く

り
の
強
化
」
を
掲
げ
、
そ
れ
を
実
現
す

る
た
め
に
取
り
組
む
重
点
＝
川

の
―

つ

に

Ｊ
Ｒ
津
田
沼
駅
周
辺
地
域
の
拠
点
機

能
の
向
Ｌ
を
目
指
す
１ヽ
ル
ｆ

―́
て
い
ま

す
。
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２
０
２
３
年
体
館
、
２
０
２
５
年
以
降
解
体
・
建
設

今
後
の
予
定
を
市
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。

習
志
野
市
は

「習
志
野
文
化
ホ
ー

ル
再
建
設
基
本
構
想
」
を
策
定
し

ま
し
た

習
志
野
市
は
、
習
志
野
文
化
ホ
ー
ル

の
再
建
設
に
か
か
る
設
置
理
念
や
特
徴

。

基
本
方
針
等
の
基
礎
的
条
件
や
、
課
題

の
解
消

・
改
善
、
現
水
準
の
保
持
な
ど

の
施
設
計
画
の
検
討
等
を
ま
と
め
た
再

建
設
基
本
構
想
を
令
和
４
年
７
月
に
策

定
し
ま
し
た
。

こ
の
基
本
構
想
は
、
同
ホ
ー
ル
が
所

在
す
る
モ
リ
シ
ア
汁
田
沼
ビ
ル
の
地
権

者
で
あ
る
＝
業
峰
が
、
Ｊ
Ｒ
津
田
沼
駅

南
国
市
街
地
画
―――‥―
発
＝
業
の
検

‐
――
を
進

め
る
こ
と
に
伴
い
、
同
ホ
ー
ル
の
建
て
替

え
に
向
け
た
検

‐
ｉ、―
が
必
要
と
な

っ
た
こ

と
か
ら
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
船
ま
え

策
定
し
た
も
の
で
す
。


